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2011 年 11 月に発表した2～3）。
　同研究班は 1995 年から1999 年にかけて、岩手県・
秋田県・長野県・沖縄県・茨城県・新潟県・高知県・
長崎県・大阪府の 9 府県の10 保健所管内に在住する
45 歳から74 歳のがんや循環器疾患の既往歴のない










ループ（1 日当たり約 100 グラム以上）で結腸がん
のリスクが有意に高く、相対リスクは最少摂取群に
対して 1.44 倍であった。また、女性の、牛・豚肉の



















83 グラムであるが、十代後半では 130 グラムであり、特に若年層は注視が必要である。
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図表　肉類摂取量と結腸がん／直腸がん発生のリスク
参考文献2）を基に科学技術動向研究センターにて作成
* アンケート結果と対象者の一部の食事記録調査の結果から
算出した摂取量の近似値（参考値）。
